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背景・目的 
・近年、日本国内でも飢餓問題が起こりつつある。これは、相対的貧困によるもので
  あり、金銭的問題から起こっている。そこで、現在遺伝子組み換えによる食料の大量
  生産が注目されている。この大量生産により、値段が下がるのではないかと考えた。
・遺伝子組み換え食品は受け入れられにくい一方、安全性は十分とされている。
   そこでなぜ、この食品が広まらないのか考察し、その方法を求めた。

　

まとめ・今後の展望
　今回行ったことにより、遺伝子 
組み換え食品のマイナスイメージの
もとがわかった。しかし、探 求を通
して生産者に負荷をかける可能性に
も気 付かされた。この気づきも含
め、SNSなどにより、正しい情報が伝
わるような活動を行っていきたい。

調査・実験の方法 
 私達は現段階での印象や、遺伝子組み
換えに対してどのような考えがあるのか
調べるために以下の質問をgoogleformの
アンケートによって行った。(母数:74) 
 
①遺伝子組み換えがどのようなものか　　
知っていますか？ 
 
②あなたは遺伝子組み換え食品と聞いた　
時にプラス/マイナスどちらのイメー　
ジを持ちましたか？ 
 
③プラス/マイナスのイメージとはどの　
ようなものですか？ 
 
④その情報はどこから得ましたか？ 
 

調査結果・考察
アンケート結果 
① 
 
 
 
 
 
② 
 
 
 
 
 
③プラスのイメージ 
　　費用削減、安い、育てやすい、 
　　より良い作物になっている etc… 
　マイナスのイメージ 
　　体に悪そう、健康被害、不安、怖い、 
　　自然に悪い、人工的、馴染みない、 
　　害のある物質の存在　etc…  
 
④インターネット、テレビ、友人、 
　家庭科の授業　etc… 
 
しかし今現在、人体へ 
の悪影響の根拠は確認されていない。 

→マイナスのイメージは風 評
によるものなのではないか？ 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